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重要 

東 第24号富 

・新支部長挨拶(lP)

・記念講演「シェイクスピアの女性像」小田島雄志氏(3P)

・“ともしび〃の歩み(6P)

新
支
部
長
挨
拶

「
新
し
い
事
務
所
に

ど
う
ぞ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
」

東
京
支
部
長

高
井
敬
子

ま
ば
ゆ
い
ば
か
り
の
新
緑
の
候
に
前
支

部
長
か
ら
重
任
を
引
き
継
ぎ
、
早
く
も
七

月
の
声
を
聞
く
に
至
り
ま
し
た
。

東
京
支
部
新
妻
貝
会
も
フ
レ
ッ
シ
ュ
を

メ
ン
バ
ー
に
加
お
っ
て
い
た
だ
き
、
今
ま

で
の
パ
ワ
フ
ル
で
あ
た
た
か
い
雰
囲
気
を

そ
の
ま
ま
大
切
に
、
こ
れ
か
ら
の
二
年
間

を
一
同
協
力
し
て
過
ご
し
て
い
き
た
い
も

の
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
増
貝
を
図
る
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
、
四
月
十
八
日
の
総
会
の
折
に
も
言

及
い
た
し
ま
し
た
が
、
皆
様
に
お
願
い
が

ご
ざ
い
ま
す
。
例
え
ば
、
現
会
貝
が
そ
れ

ぞ
れ
一
人
ず
つ
新
会
貝
を
ご
推
薦
く
だ
さ

れ
ば
、
そ
れ
な
り
の
成
果
が
得
ら
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
存
じ
ま
す
。
更
に
入
会
さ

れ
る
方
に
お
友
達
を
誘
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
心
細
さ
も
な
く
、
催
し
に
も
参
加
な

さ
り
や
す
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
に
は
、
せ
っ
か
く
入
会
し
て
何
も
得

る
と
こ
ろ
が
な
い
よ
う
で
は
申
し
訳
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
何
と
か
魅
力
あ
る
企
画
を

立
て
、
講
演
や
見
学
な
ど
に
も
積
極
的
に

参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
私
ど
も
も

知
恵
を
絞
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

昨
年
来
、
巷
に
は
思
わ
し
い
事
件
が
絶

え
ず
、
特
に
こ
の
と
こ
ろ
十
代
の
子
供
達

の
問
題
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ほ
ん
の
一
部
の
問
題
と
い
う
意
見
も
あ
り

ま
す
が
、
や
は
り
永
年
に
ね
た
っ
て
何
か

が
欠
落
し
て
い
た
結
果
が
、
こ
う
い
う
形

で
現
れ
た
と
し
か
思
え
ま
せ
ん
。
良
く
育

っ
た
若
者
達
も
大
勢
い
る
こ
と
を
考
え
れ

ば
、
何
と
か
こ
の
辺
で
、
私
ど
も
に
で
き

る
こ
と
は
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

二
十
世
紀
最
後
の
二
年
間
を
、
大
学
婦

人
協
会
東
京
支
部
と
し
て
意
義
あ
る
二
年

間
に
い
た
し
た
く
、
全
国
各
支
部
の
ご
発

展
も
祈
り
つ
つ
、
皆
様
と
の
良
き
交
流
を

願
っ
て
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。講

座
・
見
学
に
つ
い
て
は
ま
た
ご
案
内

を
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の

う
え
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
せ
。

東
京
支
部
総
会
報
告

前
書
記

百
束
礼
子

一
九
九
八
年
東
京
支
部
総
会
は
、
四
月

十
八
日

(
土
)

に
虎
ノ
門
の
国
立
教
育
会

館
で
開
催
さ
れ
た
。

支
部
会
貝
総
数
五
七
四
名
中
、
出
席
者

数
五
十
一
名
、
有
効
委
任
状
二
三
八
通
で

総
会
は
成
立
。

比
留
間
支
部
長
の
挨
拶
に
続
き
一
九
九

七
年
度
の
事
業
報
告
、
決
算
報
告
及
び
会

計
監
査
報
告
が
滞
り
な
く
行
お
れ
た
。
次

に
一
九
九
八
年
度
事
業
計
画
案
、
予
算
案

が
示
さ
れ
承
認
さ
れ
た
。

次
い
で
新
支
部
長
、
新
役
貝
、
新
妻
貝

の
紹
介
が
あ
り
、
高
井
新
支
部
長
は
挨
拶

の
中
で
支
部
会
貝
増
加
に
向
け
て
の
協
力

を
要
請
し
た
。

次
に
比
留
間
支
部
長
よ
り
、
支
部
長
選

出
に
際
し
て
特
定
の
大
学
出
身
者
の
特
ち

回
り
で
は
な
く
、
広
い
範
囲
か
ら
選
考
し

て
は
と
の
提
言
が
な
さ
れ
了
承
さ
れ
た
。

最
後
に
山
本
I
A
U
W
新
会
長
が
、
い

ろ
い
ろ
な
人
が
い
ろ
い
ろ
な
立
場
で
活
発

に
活
動
し
て
ほ
し
い
と
挨
拶
さ
れ
た
。

記
念
講
演
は
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
権
威

小
田
島
雄
志
氏
に
お
願
い
し
た
。

討
∴
∴
接
叩
∴
詫



1998年7月1日 と も し び 第24号(2)

1998年度予算

1998/ 4 / 1 -1999/3 /31

(単位:円) (単位:円)

1 997年度大学婦人協会東京支部決算報告書
1997/4 / 1 -1998/ 3 /31

収入の部

科 目 予算額 決算額 差 額 備 考 予費額 備 考 

重 会 費 収 入 l,500.000 1.488.000 一重2.000 496口 1.500,000 500口 

!!基本財産利息収入 30.000 54.763 24.763 30,000 

lⅢ 運用財産利息収入 1.000 l.291 291 1.000 

lⅤ 寄 付 町 人 350.000 345.939 -4.06l バザー、寄付 350,000 バザー、寄付 

Ⅴ 雑 収 入 35.000 33.400 -1.600 難箇捲、胎讃盃絡、他 23.000 入会還付金、賛助会員還付金 

当 期 収 入 合 計 1.916.000 1.923,393 7.393 l.904.000 

前 期 繰 絶 命 929.620 929,620 0 982.405 

収 入 合 計 2,845.620 2.853,013 7,393 2.886.405 

科 目 予算額 決算額 差 額 備 考 予算額 備 考 

I 管 埋 賞 l.080,000 955.940 -124.060 1.060.000 

(1)備 品 費 20,000 3.486 -16.514 印を 20.000 

コピー代、勢筒、他 (2)消∴耗 品 質 120.000 97,693 -22.307 コピー代、勢筒、他 120.000 

(3)印 刷 製 本 貫 50.000 41.820 -8,180 支部お知らせ、他 50。000 支部お知らせ、他 

(4)通 信 費 

400.000 70.000 331.321 63.040 -68.679 -6.960 

支部お知らせ・ともしぴ・本部会報 320.000 支部お知らせ・ともしぴ・本部会報 

(5)交 通 費 70.000 

本部へ分担金 本部へ分担金 (6)事 務 所 要 100.000 100.000 0 120.000 

(7)事 務 手 当 320.000 318.580 -1.420 事薦員給料一部負担、他 360.000 事糖員給料一部負担、他 

II運 営 費 145.000 130,085 -14.915 150.000 

(1)総 会 費 85.000 71.455 -13.545 会場費、マイク代、菓子代 90.0(調 会場費、マイク代、菓子代 

〈2)委 員 会 費 60.000 58,630 -1,370 60.000 

Ⅲ 事 業 費 700,000 584.583 -115,417 700.000 

(1)一 般 事 業 費 600.000 484.583 -115,417 ともしぴ(2回)購浪合・本部へ寄付 600.000 ともしぴ(2回)、糠漬会、他 

(2)国 内 奨 学 金 置00.000 100,000 0 国内奨学金指定寄付 100.000 国内奨学金指定寄付 

IV 雑 費 20,000 0 -20.000 20.000 

V 予 備 費 20,000 0 -20.000 20.000 

VI碁 本 金 強 立 200.000 200.000 0 貨付侶耗 200.000 貸付信託 

当 期 支 出 合 計 2.165.000 1,870.608 -294.392 2.150,000 

次 期 繰 越 金 680,620 982.405 301.785 736.405 

支 出 合 計 2.845.620 2.853.013 7.393 2.886.405 

1998年3月3宣日現在

墓本金財政状況:貸付信託 峯3.760.000……三井侶耗銀行新宿西口支店

連用財政状況:繰越金 華982,405 普通預金 半935.150……三井僧職銀行新宿西口支店

現 金∴峯47.255

合 計 山村 敬子 清洲 ひろ子

厳正に藍査いたしました結果、正碑に記職されており、間違いないことを証明いたします。

1998午4月13日 合計藍査 松沢 美仁子 峯I= 正子

大
学
婦
人
協
会
東
京
支
部

一
九
九
八
年
度
役
貝
・
委
貫
名
簿

支
部
長

●
高
井
敬
子

副
支
部
長

●
柴
崎
富
子

宴 会 喜
貝 計 記

●
待
湯
田
梯
子

●
中
山
律
子

●
網
田
真
紀
子

●
木
村
和
子

●
山
崎
邦
子

●
有
本
玲
子

●
岩
田
玲
子

●
奥
山
ふ
み
子

●
加
藤
百
合
子

●
河
井
尚
子

●
紅
林
み
の
り

●
小
池
朋
子

小
坂
順
子

●
酒
井
敏
子

時
枝
玲
子

西
尾
順
子

●
福
田
満
代

●
松
浦
照
世

松
本
佳
子

●
三
浦
由
紀
子

満
潮
ひ
ろ
子

山
村
敬
子

会
計
監
査

比
留
間
淑
乃

松
沢
美
仁
子

(
聖
)

(
津
)

(
大
女
)

(
奈
女
)

(
京
女
)

(
実
)

(
東
女
)

(
聖
)

(
武
蔵
音
)

(
日
女
)

(
実
)

(
東
女
)

(
大
女
)

(
津
)

(
日
女
)

(
大
女
)

(
放
送
大
)

(
東
女
)

(
京
女
)

(
実
)

(
茶
)

(
茶
)

(
聖
)

(
日
女
)

(
日
女
)

(
津
)

(
五
十
音
順

●
印
新
役
貝
、
委
貝
)



1998年7月1日びしもと(3)第24号

記
念
講
演
(
.
9
8
・
4
・
1
8
)

「
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
女
性
像
」

諦
師

小
田
島
雄
志
氏

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ

ア
と
言
え
ば
、
小

田
島
雄
志
。
絶
妙

を
ジ
ョ
ー
ク
を
交

え
て
の
ト
ー
ク
に

爆
笑
の
連
続
、
難
解
な
古
典
文
学
が
身
近

に
感
じ
ら
れ
、
内
容
が
豊
富
で
一
時
間
半

は
束
の
間
で
あ
っ
た
。

先
ず
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
「
シ
ェ
イ
ク

ス
ピ
ア
が
体
験
し
た
周
囲
の
女
性
達
」

「
戯
曲
に
登
場
し
彼
自
身
共
感
し
た
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
と
し
て
の
女
性
像
」
「
戯
曲
中
の
台

詞
に
表
れ
た
女
性
像
」
こ
れ
ら
三
点
を
基

調
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
戯
曲
の
登
場
人

物
を
挙
げ
説
明
さ
れ
た
。

彼
が
生
ま
れ
て
初
め
て
接
し
た
女
性
、

母
メ
ア
リ
ー
、
妹
ジ
ョ
ー
ン
、
十
八
歳
で

結
婚
し
た
八
歳
年
上
の
ア
ン
・
ハ
サ
ウ
ェ

イ
、
唯
一
の
自
伝
と
い
わ
れ
る
「
ソ
ネ
ッ

ト
集
」
中
の
「
ダ
ー
ク
レ
デ
ィ
」
(
愛
人
と

い
う
実
証
は
な
い
が
)
。
妻
と
の
不
仲
故
に

悪
妻
説
が
あ
り
、
劇
中
に
は
人
妻
不
信
の

台
詞
が
多
い
。

役
者
兼
劇
作
家
と
し
て
認
め
ら
れ
た
二

十
五
、
六
歳
か
ら
四
十
歳
後
半
に
至
る
ま

で
、
人
間
的
に
成
熟
し
人
生
観
が
変
わ
る

に
つ
れ
て
、
劇
中
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
変

容
し
て
い
く
。
当
時
、
女
役
は
少
年
が
演

じ
て
い
た
の
で
演
技
力
の
限
界
も
あ
り
、

女
性
の
心
理

(
内
面
的
表
現
)

が
描
き
切

れ
ず
、
男
性
の
行
動
(
外
面
的
な
も
の
)

が
強
調
さ
れ
た
。

初
期
の
約
十
年
は
主
に
、
喜
劇
と
史
劇

を
書
い
て
い
る
。
例
え
ば
「
ヴ
ェ
ニ
ス
の

商
人
」
「
空
騒
ぎ
」
な
ど
の
喜
劇
で
は
、
恋

人
と
し
て
の
女
性
は
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を

取
っ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
悲
劇
「
ハ
ム

レ
ッ
ト
」
「
マ
ク
ベ
ス
」
な
ど
で
は
、
行
動

面
か
ら
内
面
の
世
界
へ
と
関
心
が
移
り
、

男
性
が
主
人
公
、
女
性
は
傍
役
に
回
っ
て

い
る
。
後
期
作
品
「
テ
ン
ペ
ス
ト
」
「
冬
物

語
」
な
ど
に
な
る
と
、
親
子
の
葛
藤
、
因

習
的
道
徳
的
な
象
徴
に
反
発
し
な
か
ら
自

己
主
張
し
成
熟
し
て
い
く
過
程
で
、
男
女

ア
ン
・
ハ
サ
ウ
ェ
イ
生
家

絶
対
的
な
も

の
は
な
く
、

相
対
的
な
も

の
で
あ
る
と

言
わ
れ
た
。

い
つ
の
時

代
に
も
共
感

を
呼
ぶ
人
間

模
様
。
原
書

(
律
文
=
詩

形
・
散
文
)

を
読
ん
で
こ

が
対
等
に
描

か
れ
、
中
世

メ
ル
ヘ
ン
、

ロ
マ
ン
ス
の

世
界
に
達
す

る
。女

性
賛
美

に
対
し
て
男

性
不
信
の
言

葉
が
あ
る

が
、
そ
の
道

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
生
家

も
真
な
り
で

そ
、
シ
ュ
イ
ク
ス
ピ
ア
文
学
の
真
髄
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ

れ
を
読
解
す
る
の
は
至
難
の
業
、
せ
め
て
、

小
田
島
民
訳
書
を
読
む
か
、
映
画
や
演
劇

を
観
て
興
味
を
深
め
て
ゆ
き
た
い
と
思
、
つ
。

(
文
・
写
真

尾
上
夏
子
)

講
演

(
.
9
8
・
6
・
1
3
)

「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
紹
介
」

講
師

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ベ
ン
ツ
氏

雨
の
表
参
道
を
ウ
ィ
メ
ン
ズ
プ
ラ
ザ
へ
。

青
の
ス
ト
ラ
イ
プ
の
シ
ャ
ツ
姿
で
現
れ
た

ベ
ン
ツ
氏
は
、
実
に
ス
マ
ー
ト
で
チ
ャ
ー

ミ
ン
グ
。
ソ
フ
ト
な
話
し
ぶ
り
に
す
っ
か

り
聴
き
入
り
、
二
時
間
は
短
か
か
っ
た
。

国
際
会
議
を
念
頭
に
ウ
ィ
ー
ン
と
ダ
ラ

ー
ツ
の
案
内
の
あ
と
、
綿
密
な
資
料
を
も

と
に
、
ロ
ー
マ
時
代
か
ら
現
代
に
至
る
オ

ー
ス
ト
リ
ア
の
歴
史
を
、
逸
話
を
交
え
て

話
さ
れ
た
。
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
、
ハ
ブ
ス

ブ
ル
ク
家
、
マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
…
…
昔
、

世
界
史
で
き
い
た
名
前
が
蘇
っ
て
く
る
。

七
カ
国
と
国
境
を
接
す
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア

の
、
血
ぬ
ら
れ
た
歴
史
。
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
ド

イ
ツ
と
の
併
合
で
、
第
二
次
大
戦
時
は
オ

ー
ス
ト
リ
ア
の
名
は
な
い
。
戦
後
十
年
間

の
苦
難
の
四
国
支
配
時
代
を
生
き
ぬ
い
た

祖
母
上
の
言
葉
が
心
に
残
る
。
ハ
イ
ド
ン

作
曲
の
美
し
い
ド
イ
ツ
国
家
も
、
併
合
前

は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
国
歌
で
あ
っ
た
。

い
ま
、
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
ス
テ
フ
ァ
ン

教
会
を
中
心
に
歴
史
的
建
造
物
が
並
び
、

ウ
ィ
ー
ン
は
憧
れ
の
都
だ
。
名
物
の
ワ
イ

ン
も
カ
フ
ェ
も
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
や
べ
I

ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
愛
し
た
も
の
と
い
う
。

ウ
ィ
ー
ン
生
れ
の
ベ
ン
ツ
氏
は
在
日
十

六
年
。
現
在
、
東
京
大
学
で
物
理
学
を
教

え
て
い
る
が
、
ピ
ア
ノ
の
名
手
で
も
あ
る
。

次
回
は
ぜ
ひ
、
魅
惑
の
ト
ー
ク
と
演
奏
を

聴
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
身
近
に
感
じ
た
、
内

容
の
あ
る
諮
演
だ
っ
た
。
(
松
本
佳
子
)

(
お
願
い
)

.
9
8
年
度
会
費
を
続
々
と
送
っ
て
い
た
だ

き
嬉
し
い
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
ま
だ

の
方
は
、
な
る
べ
く
お
早
目
に
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

(
東
京
支
部
会
計
よ
り
)
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支
部
各
係
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

○
会
員
係

東
京
支
部
会
貝
・
賛
助
会
貝
の
デ
ー
タ

を
u
p
⊥
?
d
a
〔
e
に
保
ち
、
支
部
か
ら
の
お

知
ら
せ
や
〃
と
も
し
び
〃
を
も
れ
な
く
皆

様
の
お
手
元
に
お
届
け
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
を
、
第
一
の
仕
事
と
し
て
い
ま
す
。

現
在
デ
ー
タ
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
管
理

さ
れ
、
そ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
も
使
い
や
す

く
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

変
更
や
訂
正
は
迅
速
か
つ
簡
単
に
で
き
ま

す
。
パ
ソ
コ
ン
や
ワ
ー
プ
ロ
に
興
味
が
あ

れ
ば
、
便
、
つ
こ
と
に
自
信
が
な
い
人
で
も

楽
し
く
で
き
る
と
い
う
お
け
で
す
。
更
に
、

有
効
活
用
し
た
い
と
き
に
は
、
専
門
家
に

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
依
頼
で
き
ま
す
。

ま
た
、
皆
様
か
ら
の
変
更
や
訂
正
を
速

や
か
に
行
う
た
め
に
は
、
本
部
の
会
貝
部

や
事
務
の
鈴
木
さ
ん
と
の
緊
密
な
連
絡
も

欠
か
せ
な
い
こ
と
の
一
つ
で
す
。

会
貝
の
皆
様
も
住
所
変
更
な
ど
あ
り
ま

し
た
ら
、
東
京
支
部
宛
必
ず
ご
一
報
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
。

(
チ
ー
フ

溝
渕
)

○
講
座
・
見
学
係

年
間
四
、
五
回
の
、
講
演
会
や
見
学
会

を
催
し
て
な
る
べ
く
多
く
の
方
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
勉
強
・
親
睦
の
場
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
通
常
五
百
円
の
参
加
費
は
、

支
部
活
動
費
の
一
部
と
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
福
島
瑞
穂
氏
、
佐
々
木
知
子
氏
、

長
澤
信
子
氏
を
招
い
て
の
講
演
会
、
東
京

港
め
ぐ
り
、
灘
波
ガ
ラ
ス
工
場
へ
の
見
学

会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
こ
れ
ま
で
に
、
ヴ
ォ
ル
フ
ガ

ン
グ
・
ベ
ン
ツ
氏
を
招
い
て
の
オ
ー
ス
ト

リ
ア
の
話

(
六
月
十
三
日
)

と
、
テ
ー
ブ

ル
を
飾
る
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
の

講
習
会
を
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
の
催
し

物
に
つ
い
て
も
、
そ
の
都
度
皆
さ
ん
に
お

知
ら
せ
が
届
き
ま
す
。
勉
強
と
親
睦
を
兼

ね
て
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

(
チ
ー
フ

西
尾
)

○
バ
ザ
ー
係

会
貝
の
皆
様
に
は
「
新
春
の
つ
と
い
」

や
支
部
総
会
の
折
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
バ
ザ
ー
係
で
は
皆

様
か
ら
情
報
を
い
た
だ
い
て
い
ろ
い
ろ
な

商
品
を
仕
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
少
し
で

も
売
り
上
げ
を
多
く
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
支
部
で
の
バ
ザ
ー
収
益

は
、
「
国
内
奨
学
金
」
な
ど
、
皆
様
の
お
役

に
立
て
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
商
品
の
情
報
、
耳
よ
り
な
話
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
バ
ザ
ー
係
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

(
チ
ー
フ

山
村
・
小
坂
)

○
サ
ー
ク
ル
係

古
く
か
ら
活
動
し
て
い
る
漫
歩
く
ら
ぶ

を
は
じ
め
、
「
英
語
講
座
」
「
源
氏
物
語
を

読
む
会
」
「
楽
し
い
俳
句
会
」
と
、
い
ま
東

京
支
部
に
は
四
つ
の
サ
ー
ク
ル
が
あ
り
ま

す
。
委
貝
で
な
く
て
も
支
部
の
メ
ン
バ
ー

が
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
は
、
い
ろ
い
ろ
と

便
利
を
点
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
と
い
う

ご
推
選
の
テ
ー
マ
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
新

設
も
検
討
い
た
し
ま
す
の
で
お
申
し
出
く

だ
さ
い
ま
せ
。

(
チ
ー
フ

柴
崎
)

○
〃
と
も
し
び
〃
係

支
部
の
活
動
状
況
を
詳
し
く
お
知
ら
せ

す
る
た
め
、
年
二
回
(
三
月
と
七
月
)
、
〃
と

も
し
ぴ
〃
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

ま
た
最
近
で
は
、
訪
問
記
事
「
高
等
教

育
と
女
性
」
-
そ
の
社
会
的
還
元
シ
リ
ー

ズ
ー
や
、
投
稿
紙
上
討
論
「
選
択
制
夫
婦

別
姓
」
「
女
性
が
働
き
続
け
る
た
め
に
」
な

ど
、
セ
ミ
ナ
ー
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
特
集

を
組
ん
だ
り
も
し
ま
し
た
。

〃
と
も
し
び
の
は
.
皆
様
の
会
報
で
す
。

皆
様
の
声
を
反
映
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。
ご
意
見
、
ご
感
想
、
ま
た
支
部
と
し

て
今
後
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
テ
ー
マ
な
ど
、

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
日
常
ふ
と
感

じ
た
こ
と
、
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
な
ど
、

皆
様
の
自
由
を
声
の
広
場
を
設
け
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

(
チ
ー
フ

松
本
)

事
業
報
告
・
予
定

4
・
1
8

東
京
支
部
総
会

於
国
立
教
育
会
館

記
念
講
演
「
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

の
女
性
像
」
小
田
島
雄
志
氏

6
・
1
3

講
演
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
紹
介
」

講
師

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・

ベ
ン
ツ
氏

了
・
1

〃
と
も
し
び
〃
第
2
4
号
発
行

了
・
8

バ
ス
ツ
ア
ー
(
財
務
主
催
)

成
田
山
・
国
立
歴
史
博
物
館

9
・
1
9

I
A
U
W
セ
ミ
ナ
ー

2
0

テ
ー
マ

「
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー

メ
ン
ト
」

(
本
部
主
催
)

於
戸
塚
日
生
ビ
ル

1
0
月

諸
演
「
ガ
ン
の
原
因
と
解
決
法
」

(
伝
承
医
学
の
見
地
よ
り
)

講
師

小
橋
規
寅
男
氏

u
・
1
4

観
劇
「
つ
ば
く
ろ
は
帰
る
」

新
橋
演
舞
場
(
財
務
主
催
)

1
・
9

新
春
の
つ
ど
い

(
本
部
主
催
)

於
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

了
月
以
降
の
事
業
は
、
具
体
的
に
決
ま

り
次
第
、
支
部
か
ら
の
「
お
知
ら
せ
」
で

ご
案
内
し
ま
す
。
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①
東
京
漫
歩
く
ら
ぷ

半
日
く
ら
い
の
行
程
で
都
内
や
近
郊
を

散
荒
し
ま
す
。
年
に
三
、
四
回
。
希
望
者

だ
け
に
ご
案
内
を
出
し
て
い
ま
す
。

②
英
語
講
座

日
時
・
第
一
第
三
金
曜
日

午
前
十
時
̃
十
二
時

場
所
・
大
久
保
地
域
セ
ン
タ
ー
三
階

費
用
・
一
万
円

(
十
回
分
)

定
員
・
十
名
(
気
楽
に
ご
参
加
を
)

請
師
・
松
本
節
也
元
法
政
大
学
教
授

テ
キ
ス
ト
・
(
五
月
十
五
日
か
ら
)

〃
イ
ギ
リ
ス
を
築
い
た
人
び
と
〃

ジ
ョ
ン
・
ド
ゥ
ー
キ
ル
若

著
名
な
十
人
の
英
国
人
を
紹
介
、
当
時

の
歴
史
・
政
治
・
社
会
・
文
化
に
も
触
れ

た
外
国
人
学
習
者
向
け
の
テ
キ
ス
ト
。
先

生
が
註
釈
や
資
料
も
ご
用
意
く
だ
さ
い
ま

す
。
気
楽
に
話
し
合
え
る
楽
し
い
集
ま
り

で
す
。

①
②
と
も
に
、

問
い
合
わ
せ
先
・
峯
川
正
子
(
食
〇
三
-

三
六
八
四
-
八
三
〇
七
)

③
楽
し
い
俳
句
会

一
昨
年
九
月
、
作
句
は
初
め
て
と
い
う

会
貝
ば
か
り
十
三
名
で
発
足
し
た
俳
句
の

会
。
講
師
の
熱
心
な
ご
指
導
で
、
一
回
ご

と
の
上
達
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
希
望
者

も
増
、
え
、
既
に
走
貝
に
達
し
ま
し
た
。

兼
題
と
い
っ
て
、
予
め
出
さ
れ
て
い
た

季
題
を
一
句
、
当
季
雑
詠
を
一
句
、
計
二

句
を
投
句
し
ま
す
。
清
記

(
全
句
清
書
)
、

選
句
、
披
講

(
選
ば
れ
た
句
を
読
み
上
げ

る
こ
と
)

の
順
に
句
会
を
す
す
め
、
最
後

に
講
師
か
ら
全
句
に
つ
い
て
の
丁
寧
を
講

評
を
い
た
だ
き
、
終
了
と
し
ま
す
。

仲
間
か
ら
の
思
い
が
け
な
い
解
釈
や
批

評
に
作
句
者
自
身
が
鷲
く
こ
と
も
悶
々
あ

り
ま
す
。
自
作
の
句
が
共
感
さ
れ
る
嬉
し

さ
や
新
し
い
技
法
を
学
ん
だ
喜
び
は
大
き

く
、
「
座
の
文
学
」
の
醍
醐
味
に
浸
る
、
毎

月
第
三
水
曜
日
午
後
の
二
時
間
で
す
。

講
師
・
柴
崎
富
子

場
所
・
大
学
婦
人
協
会
事
務
所
会
議
室

問
い
合
わ
せ
先
・
海
老
原
典
子
(
露
〇
三

-
三
三
五
一
-
五
〇
五
六
)

④
源
氏
物
語
を
読
む
会

は
や
い
も
の
で
、
九
月
で
こ
の
会
も
三

年
目
に
入
り
ま
す
。
現
在
小
学
館
版
(
六

冊
本
)

の
二
同
日
で
「
葵
の
巻
」
で
す
。

坂
上
先
生
の
独
自
を
観
点
か
ら
の
解
説

は
新
鮮
で
魅
力
的
。
ひ
と
と
き
雅
び
の
世

界
を
遊
泳
し
、
現
実
に
立
ち
返
っ
て
は
素

朴
な
疑
問
や
感
想
を
出
し
合
っ
て
、
こ
の

会
な
ら
で
は
の
解
釈
を
付
け
加
え
た
り
、

楽
し
く
や
っ
て
い
ま
す
。
朗
読
の
順
番
待

ち
で
一
喜
一
憂
す
る
こ
と
も
、
学
生
時
代

に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
。
全
巻
読

了
を
め
ざ
す
メ
ン
バ
I
で
、
現
在
満
席
状

態
で
す
。

日
時
・
毎
月
第
三
第
四
水
曜
日

午
前
十
時
半
-
十
二
時
半

講
師
・
坂
上
栄
美
子

場
所
・
大
学
婦
人
協
会
事
務
所
会
議
室

問
い
合
わ
せ
先
・
平
田
宏
子
(
露
〇
四
七

一
-
四
三
-
一
五
七
三
)

○
聯
書
会
の
蹄
散
報
告

長
い
間
続
け
て
き
た
読
書
会
を
、
三
月

末
を
も
っ
て
解
散
い
た
し
ま
し
た
。
少
し

残
念
を
気
も
し
ま
し
た
が
、
参
加
会
貝
の

減
少
に
は
勝
て
ま
せ
ん
で
し
た
。

最
後
ま
で
続
け
て
参
加
く
だ
さ
っ
た
方
々

と
、
楽
し
い
会
の
思
い
出
が
で
き
た
こ
と

は
と
て
も
幸
せ
で
す
。

最
後
は
近
松
物
を
読
み
、
シ
ェ
イ
ク
ス

ピ
ア
や
数
々
の
オ
ペ
ラ
を
通
し
て
、
人
間

は
悲
恋
が
好
き
な
の
か
し
ら
、
な
ど
と
い

う
話
に
発
展
し
た
り
し
て
、
読
書
の
楽
し

み
を
共
有
で
き
ま
し
た
し
、
人
間
は
洋
の

東
西
を
問
わ
ず
、
同
じ
事
を
芝
居
と
し
て

楽
し
ん
だ
事
実
の
確
認
も
い
た
し
ま
し
た
。

解
散
は
し
ま
し
た
が
、
一
部
の
方
々
と

は
こ
れ
か
ら
も
時
代
の
変
化
を
書
物
か
ら

学
び
続
け
よ
う
と
話
し
合
っ
て
お
り
ま
す
。

長
い
間
の
ご
協
力
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

(
山
田
凄
子
)

〃
雑
感
〃
武
蔵
野
に
暮
ら
す

畑
仕
事
や
庭
の
車
引
き
の
手
を
休
め
、

一
息
つ
け
ば
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
が
目
の

前
に
広
が
る
、
そ
ん
な
都
市
郊
外
の
農
作

地
域
に
暮
ら
す
女
性
達
の
話
。

A
さ
ん
も
B
さ
ん
も
C
さ
ん
も
…
…
皆
、

長
男
の
縁
遠
で
あ
る
。
男
娼
に
つ
か
、
え
、

夫
と
共
に
農
業
を
営
み
、
家
事
、
育
児
、

さ
ら
に
は
夫
の
弟
妹
の
世
話
ま
で
見
事
に

こ
な
し
て
き
た
人
達
ば
か
り
。

昨
今
は
か
つ
て
の
大
変
さ
は
緩
和
さ
れ

た
が
、
寝
た
き
り
や
障
害
持
ち
の
親
達
を

看
て
い
る
人
も
多
い
。
し
た
が
っ
て
寄
り

合
い
な
ど
は
格
好
の
ス
ト
レ
ス
発
散
の
場

と
な
り
、
苦
労
話
に
花
が
咲
け
ば
会
を
締

め
く
く
る
の
も
容
易
で
は
な
い
。

彼
女
達
の
〃
仕
事
の
手
〃
は
実
に
速
い
。

そ
し
て
上
手
に
時
間
を
作
り
、
祭
事
や
伝

統
行
事
へ
の
参
加
協
力
を
惜
し
ま
な
い
。

ま
た
、
趣
味
、
旅
行
、
観
劇
を
楽
し
み
、

自
分
磨
き
に
も
積
極
的
で
あ
る
。
こ
の
地

の
産
物
は
梨
、
ウ
ド
に
代
表
さ
れ
る
が
、

新
し
い
も
の
に
も
取
り
組
み
巨
峰
や
ズ
ッ

キ
ー
ニ
ま
で
作
っ
て
し
ま
う
一
方
、
郷
土

食
を
伝
え
る
活
動
に
も
熱
心
で
あ
る
。
彼

女
達
の
作
る
「
手
打
ち
う
ど
ん
」
や
「
ゆ

で
饅
頭
」
は
絶
品
で
あ
る
。

「
全
く
、
彼
女
達
に
は
か
な
わ
な
い
」

こ
れ
が
実
感
。

(
一
一
一
滴
由
紀
子
)
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"
と
も
し
び
〃

の
歩
み

ー
誕
生
と
特
集
日
干

と
も
し
び
初
代
編
集
長

若
井
綾
子

十
余
年
も
前
の
こ
と
曖
味
な
部
分
も
あ

る
が
、
当
時
の
こ
と
を
思
い
出
す
ま
ま
に

書
い
て
み
よ
う
と
思
う
。

当
時
支
部
委
貝
会
で
、
支
部
活
動
を
委

貝
だ
け
で
な
く
一
般
会
貝
に
拡
げ
ろ
一
策

と
し
て
、
会
貝
の
要
望
を
知
る
目
的
で
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
回
答
の

中
に
「
支
部
独
自
の
会
報
発
行
を
望
む
」

と
い
う
意
見
が
あ
り
、
こ
れ
が
採
択
さ
れ

て
.
8
7
年
(
昭
和
六
二
年
)
七
月
、
支
部
会

報
第
一
号
が
発
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

〃
と
も
し
び
〃
誕
生
で
あ
る
。

当
時
委
貝
会
か
ら
編
集
を
頼
ま
れ
て
、

浅
田
、
猪
狩
、
岡
庭
、
津
森
、
羽
山
、
八

木
の
皆
様
に
編
集
委
貝
を
お
願
い
し
、
予

算
内
で
の
内
容
編
集
な
ど
会
報
に
関
す
る

一
切
を
委
託
さ
れ
て
発
足
、
七
月
と
二
月

原
則
の
年
二
回
発
行
で
あ
っ
た
。
誌
名
も
、

幾
つ
か
の
中
か
ら
「
と
も
し
び
」
が
選
ば

れ
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
ラ
ン
プ
と
も
照

応
す
る
も
の
と
し
て
併
用
、
表
紙
が
作
ら

れ
た
。
題
字
は
再
度
の
修
正
を
経
て
現
在

の
も
の
に
、
ラ
ン
プ
の
デ
ザ
イ
ン
も
途
中

で
修
正
し
た
。

発
足
の
趣
旨
が
「
支
部
活
動
を
ア
ピ
ー

ル
し
て
多
く
の
会
貝
の
参
加
を
得
る
」
こ

と
に
あ
っ
た
の
で
、
(
一
)
支
部
活
動
の
詳

細
を
誼
載
し
活
動
状
況
が
よ
く
解
る
よ
う

に
す
る

(
二
)
実
際
に
参
加
し
た
一
散
会

貝
に
具
体
的
に
詣
事
を
書
い
て
も
ら
う

(
三
)
会
貝
の
意
見
を
掲
載
す
る
声
の
ひ
ろ

ば
を
設
け
る

(
四
)
定
例
読
書
会
、
俳
句

会
へ
の
参
加
の
呼
び
か
け

な
ど
が
柱
だ

っ
た
と
思
う
。
け
れ
ど
期
待
し
た
声
糊
へ

の
投
稿
は
殆
ど
な
く
、
平
常
時
の
会
貝
相

互
の
交
流
の
難
し
さ
を
痛
感
し
た
。

こ
の
前
後
の
支
部
活
動
は
活
発
で
あ
っ

た
。
二
、
三
申
し
上
げ
る
と

○
岩
波
ホ
ー
ル
を
借
り
て
「
薄
墨
の
桜
」

「
江
戸
の
地
図
」
を
上
映
し
た
こ
と
。
ホ

ー
ル
支
配
人
高
野
悦
子
氏
と
「
薄
墨
の
桜
」

の
羽
田
澄
子
監
督
に
お
話
し
い
た
だ
き
、

百
名
を
超
え
る
参
加
者
で
好
評
だ
っ
た
。

○
国
立
博
物
館
東
洋
室
長
杉
山
二
郎
先
生

の
お
話
と
ご
案
内
に
よ
る
見
学
会
も
、
魅

力
あ
る
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
た
。

○
オ
レ
ゴ
ン
大
準
教
授
の
マ
ク
レ
ー
ン
陽

子
・
松
岡
氏

(
漱
石
の
お
孫
さ
ん
)

に
記

事
を
依
頼
。
そ
の
後
交
換
学
生
に
つ
い
て

来
日
さ
れ
た
の
を
機
に
お
話
し
い
た
だ
い

た
こ
と
も
あ
っ
た
。

私
は
そ
の
頃
、
セ
ミ
ナ
ー
や
新
年
懇
親

会
な
ど
で
先
輩
方
か
ら
、
J
A
U
W
創
立

当
時
の
状
況
や
ご
苦
労
を
き
き
強
い
感
銘

を
受
け
た
。
と
同
時
に
、
こ
の
ま
ま
で
は
、

時
と
と
も
に
こ
れ
ら
が
忘
れ
ら
れ
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
危
惧
も
抱
い
て

い
た
。
本
部
は
勿
論
、
各
支
部
が
そ
れ
ぞ

れ
抱
え
て
い
る
発
足
当
時
の
苦
心
談
や
エ

ピ
ソ
ー
ド
、
忘
れ
て
な
ら
な
い
先
人
達
の

足
跡
を
一
つ
に
ま
と
め
て
、
今
、
残
し
て

お
か
な
け
れ
ば
、
と
い
う
強
烈
を
思
い
が
、

編
集
の
場
か
ら
委
貝
会
へ
伝
ね
っ
て
賛
同

を
得
、
実
現
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
第
3
5

回
通
常
総
会
が
東
京
で
開
催
さ
れ
た
時
の
、

〃
と
も
し
び
〃
第
1
 
1
号
記
念
特
集
号
(
.
9
2

年
3
月
)

の
発
行
で
あ
る
。

手
に
取
れ
ば
ピ
ン
ク
の
表
紙
の
小
冊
子

で
あ
る
が
、
こ
れ
は
大
変
な
仕
事
だ
っ
た
。

当
時
の
編
集
委
貝
は
津
森
、
斉
藤
、
阿
南

の
皆
様
だ
っ
た
が
、
年
表
や
会
報
を
辿
り

切
抜
き
は
り
合
わ
せ
る
細
か
い
作
業
か
ら

全
体
の
構
成
ま
で
、
実
に
よ
く
や
っ
て
く

だ
さ
っ
た
。
一
方
、
全
国
の
支
部
へ
手
紙

や
電
話
で
の
依
頼
も
す
ん
な
り
通
る
こ
と

は
稀
で
、
高
齢
で
病
床
に
あ
る
方
、
既
に

亡
く
な
っ
た
方
、
ま
た
健
康
上
ご
家
族
が

執
筆
を
許
さ
れ
な
い
方
も
あ
っ
た
。
そ
の

中
で
、
九
十
四
才
と
い
う
ご
高
齢
の
、
初

代
会
長
藤
田
た
き
先
生
が
、
お
体
の
不
調

に
も
か
か
ね
ら
ず
「
創
立
当
時
の
思
い
出
」

と
と
も
に
貴
重
を
二
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

遺
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、
先
生
亡
き
今
、

ま
こ
と
に
あ
り
が
た
く
、
悲
し
い
。

昨
年
I
A
U
W
五
十
年
史
の
編
集
を
お

手
伝
い
し
て
支
部
を
担
当
。
各
支
部
へ
連

絡
し
た
折
、
現
在
の
若
い
支
部
長
が
、
「
先

輩
に
う
か
が
っ
た
が
、
東
京
支
部
特
集
に

書
い
た
の
で
今
は
忘
れ
た
。
あ
れ
を
見
て

く
だ
さ
い
と
の
こ
と
で
す
」
と
い
う
ご
返

事
。
ま
た
別
の
支
部
で
は
、
「
自
分
達
も
知

ら
な
い
事
だ
か
ら
あ
っ
た
ら
頂
き
た
い
」

と
い
う
こ
と
で
特
集
号
を
送
付
、
大
変
喜

ば
れ
た
。
あ
の
時
う
か
が
っ
て
お
い
て
よ

か
っ
た
!
と
思
う
と
と
も
に
、
改
め
て
月

日
の
流
れ
を
感
じ
た
こ
と
で
あ
る
。

軽
井
沢
で
の
こ
と
。
二
代
会
長
菅
支
那

子
先
生
と
、
夏
期
大
学
で
ド
ナ
ル
ド
・
キ

ー
ン
氏
の
源
氏
を
ご
一
緒
に
聴
請
し
た
こ

と
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
学
長
壌
山
政
道

先
生
が
、
人
気
の
な
い
道
を
黙
々
と
ジ
ョ

ギ
ン
グ
し
て
い
ら
し
た
お
姿
も
な
つ
か
し

い
。
お
二
人
と
も
、
女
子
高
等
教
育
に
携

わ
り
I
A
U
W
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て

お
ら
れ
た
方
々
で
あ
る
。

大
き
な
足
跡
を
残
さ
れ
た
、
藤
田
先
生

は
じ
め
先
輩
の
皆
様
方
に
心
か
ら
の
尊
敬

と
感
謝
を
捧
げ
る
と
と
も
に
、
現
在
の
有

能
な
会
貝
の
方
々
に
大
い
に
期
待
し
た
い

と
思
、
つ
。
そ
う
し
て
、
お
も
し
ろ
い

〃
と

も
し
び
〃
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。
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第
祖
国
通
常
総
会
報
告

前
副
支
部
長

藤
枝
史
子

新
緑
と
五
分
咲
き
の
桜
に
迎
え
ら
れ
、

第
4
 
1
回
通
常
総
会
は
金
沢
都
ホ
テ
ル
を
会

場
に
し
て
、
四
月
四
日
の
午
後
よ
り
支
部

長
懇
談
会
と
評
議
貝
会
、
夕
刻
六
時
よ
り

懇
親
会
が
催
さ
れ
、
五
日
午
前
九
時
よ
り

通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

懇
親
会
は
、
加
賀
百
万
石
の
歴
史
と
伝

統
を
偲
ば
せ
る
日
本
舞
踊
と
尺
八
演
奏
に

始
ま
り
、
ご
馳
走
と
歓
談
の
合
間
に
は
、

夏
の
I
F
U
W
国
際
会
議
の
開
催
地
グ
ラ

ー
ツ
の
紹
介
ビ
デ
オ
の
上
映
な
ど
が
あ
り
、

金
沢
支
部
の
皆
様
の
深
い
ご
配
慮
の
感
じ

ら
れ
る
、
和
や
か
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
で

あ
っ
た
。

五
日
の
総
会
は
出
席
者
二
一
一
名

(
内

東
京
支
部
よ
り
六
十
七
名
)
、
参
加
支
部
二

百舌軍司∴・ 葛仁一葛岬T 葛書輸、ノ ‾ l

(削大学婦人協会蔦41回遇欝総会

十
二
支
部

で
、
開
会

の
辞

の

後
、
逝
去

ノ
《
点
法
会
貝
の
ご

引
当
冥
福
を
祈

り
全
貝
で

黙
諾
。
続

い
て
、
丸

山
庸
子
会

長
を
議
長

と
し
て
、
総
務
・
各
委
員
会
・
支
部
な
ど
の

報
告
、
審
議
、
懇
談
が
行
わ
れ
た
。

議
事
は
総
会
報
告
書
に
基
づ
い
て
順
調

に
進
行
し
た
が
、
大
学
婦
人
協
会
の
名
称

と
、
総
会
月
日
の
繰
り
下
げ
に
つ
い
て
は

結
論
が
出
ず
先
送
り
と
な
っ
た
。

ま
た
丸
山
会
長
よ
り
、
今
年
度
の
セ
ミ

ナ
ー
の
テ
ー
マ

「
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ

ン
ト
ー
社
会
変
革
の
た
め
に
」
に
つ
い
て

の
説
明
と
、
新
た
に
設
定
さ
れ
る
守
田
科

学
研
究
奨
励
金
投
与
に
関
す
る
話
や
、
青

木
怜
子
I
F
U
W
第
二
副
会
長
よ
り
、
ダ

ラ
ー
ツ
国
際
会
議
へ
よ
り
多
く
の
会
員
の

参
加
を
呼
び
か
け
る
話
な
ど
が
あ
っ
た
。

最
後
に
次
期
総
会
開
催
地
の
岡
山
支
部

長
よ
り
開
催
承
諾
の
挨
拶
が
あ
り
、
総
会

は
無
事
終
了
し
た
。

金
沢
支
部
主
催

へ
能
登
・
輪
島
コ
ー
ス
)

通
常
総
会
終
了
後
、
二
階
建
て
バ
ス
で

午
後
五
時
出
発
。
参
加
者
五
十
四
名
。
二

時
間
後
到
着
し
た
ホ
テ
ル
の
晩
餐
は
、
能

登
輪
島
の
凝
っ
た
郷
土
料
理
で
あ
っ
た
。

翌
日
は
ま
ず
鈴
島
漆
器
会
館
を
見
学
し

た
。
届
書
の
多
い
福
久
清
一
氏
か
ら
、
塗

り
と
磨
き
の
繰
り
返
し
の
、
漆
器
の
製
造

工
程
に
つ
い
て
詳
し
い
ご
説
明
が
あ
り
、

人
の
手
に
触
れ
ら
れ
る
こ
と
を
好
む
漆
器

を
、
日
常
生
活
に
せ
い
ぜ
い
役
立
て
る
よ

う
に
と
の
、
ご
要
望
が
あ
っ
た
。

夏
祭
り
に
担
ぐ
華
や
か
な
キ
リ
コ
が
立

ち
並
ぶ
キ
リ
コ
会
館
で
、
祭
り
の
半
て
ん

を
借
り
着
し
、
一
同
記
念
撮
影
を
し
た
。

石
川
県
輪
島
漆
芸
美
術
館
で
は
、
中
世

以
降
現
代
に
至
る
、
全
国
か
ら
の
漆
芸
の

逸
品
の
美
に
魅
せ
ら
れ
た
。

順
調
に
金
沢
駅
に
帰
着
。
同
行
し
て
お

世
話
く
だ
さ
っ
た
金
沢
支
部
の
安
原
和
子

氏
他
三
名
の
会
貝
に
感
謝
し
、
解
散
し
た
。

(
川
田
ひ
ろ
)

(
金
沢
市
内
見
学
)

バ
ス
に
て
、

初
め
金
沢
港
大

野
に
あ
る
「
か

ら
く
り
記
念

館
」
を
見
学
。

丸
屋
根
ガ
ラ
ス

張
天
井
の
内
側

に
障
子
を
は
め

込
み
、
展
示
室

は
柔
ら
か
い
彩

舗大学婦人協会能登輪島ツアー平成10年4月6日於キリコ

光
で
包
ま
れ
和
や
か
な
雰
囲
気
を
漂
わ
せ

て
い
た
。
そ
の
ほ
っ
と
し
た
空
間
に
、
江
戸

時
代
の
遊
び
心
を
表
現
し
た
人
形
や
玩
具

が
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
外
国
の
技
術
を
取
り

入
れ
な
が
ら
日
本
を
表
現
す
る
創
意
工
夫

に
あ
ふ
れ
る
職
人
技
に
、
息
を
の
ん
だ
。

次
に
足
を
運
ん
だ
の
は
「
金
沢
卯
辰
山

工
芸
工
房
」
。
金
沢
美
術
工
芸
大
学
学
長
北

出
不
二
雄
氏
の
退
官
記
念
に
、
金
沢
の
伝

統
工
芸
の
継
承
発
展
と
、
新
し
い
文
化
の

飛
翔
を
め
ざ
し
て
建
て
ら
れ
た
と
い
う
。

そ
こ
は
卯
辰
山
の
桜
の
ト
ン
ネ
ル
の
先
に

あ
っ
た
。
北
出
氏
の
陶
芸
展
を
見
る
。

午
後
は
兼
六
公
園
へ
。
花
の
盛
り
を
迎

え
た
庭
内
の
成
巽
閑
に
は
古
代
徹
が
飾
ら

れ
、
一
際
の
ゆ
か
し
さ
を
添
え
て
い
た
。

近
江
町
市
場
に
寄
り
鮮
魚
を
土
産
に
帰

宅
す
る
。

(
前
田
淑
子
)
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欝
は
じ
め
ま
し
て

「
今
年
度
か
ら
の
新
委
貝
で
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
」

有
本
玲
子
(
聖
)

今
春
や
っ
と
四
年
間
の
本
部
で
の
お
手

伝
い
が
終
わ
り
、
再
び
東
京
支
部
委
貝
に

し
て
い
た
だ
い
た
。
初
心
に
か
え
り
、
明

る
く
、
楽
し
く
、
有
意
義
を
本
来
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
が
で
き
た
ら
、
と
願
っ
て

い
ま
す
。

岩
田
玲
子

(
武
蔵
音
)

こ
ん
に
ち
は
。
今
回
か
ら
「
と
も
し
び
」

の
編
集
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
憤
れ
ぬ
こ
と
で
ド
キ
ト
キ

し
て
い
ま
す
が
、
先
輩
方
に
刺
激
を
い
た

だ
き
ワ
ク
ワ
ク
も
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
。

奥
山
ふ
み
子

(
日
女
)

初
め
て
こ
の
会
に
参
加
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
何
も
わ
か
ら
な
い
状
態
で
す

が
皆
様
に
つ
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

加
藤
百
合
子
(
実
)

伝
統
あ
る
大
学
婦
人
協
会
に
入
会
さ
せ

て
い
た
だ
き
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
子
育
て

も
終
わ
り
、
現
在
は
地
域
活
動
に
参
加
し

日
々
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

こ
の
会
で
い
ろ
い
ろ
学
ば
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

河
井
尚
子

(
東
女
)

こ
の
頃
、
漸
く
人
生
が
見
え
て
き
た
気

が
す
る
と
と
も
に
、
多
少
の
事
に
は
鷲
か

な
く
な
っ
て
い
る
自
分
に
淋
し
さ
も
感
じ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
度
、
委
貝
に
お
誘
い

い
た
だ
き
、
新
た
な
ス
テ
ッ
プ
を
踏
み
出

す
良
い
機
会
か
と
思
い
お
受
け
し
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
。

紅
林
み
の
り

(
大
女
)

昨
年
九
月
に
お
仲
間
に
入
れ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
何
度
か
会
に
参
加
し
、
毎
回

趣
向
を
懲
ら
し
た
企
画
に
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。
素
敵
な
方
々
と
も
出

会
う
機
会
が
多
く
な
り
富
ん
で
い
ま
す
。

小
池
朋
子
(
津
)

新
し
い
事
務
所
で
の
新
し
い
出
会
い
に

緊
張
し
て
い
ま
す
。
先
輩
の
皆
様
方
の
溢

れ
ん
ば
か
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
分
け
て
い

た
だ
い
て
、
自
分
自
身
を
も
っ
と
成
長
さ

せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

酒
井
敏
子

(
大
女
)

大
抵
の
事
は
自
発
的
に
選
び
と
る
こ
と

が
多
い
の
だ
が
、
今
回
の
入
会
と
委
貝
引

き
受
け
は
、
流
さ
れ
て
と
い
っ
た
感
が
強

い
。
び
っ
く
り
箱
を
開
け
る
時
の
よ
う
な

期
待
と
不
安
が
入
り
交
じ
っ
た
気
詩
で
い

る
。

福
田
満
代

(
京
女
)

「
何
で
も
見
て
や
ろ
う
」
世
代
の
私
は
、

何
に
で
も
参
加
し
ま
す
。
新
し
い
仲
間
か

ら
沢
山
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
頂
け
ま
す
よ
う

に
、
そ
し
て
、
私
も
何
か
差
し
上
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。

松
浦
照
世

(
実
)

私
は
、
実
践
女
子
大
学
五
一
年
度
の
卒

業
で
す
。
友
人
よ
り
大
学
婦
人
協
会
の
活

動
の
お
誘
い
を
い
た
だ
き
、
皆
様
の
お
仲

間
に
入
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

三
浦
由
紀
子

(
茶
)

受
身
の
側
か
ら
少
し
で
も
お
役
に
立
て

る
側
に
、
と
い
う
よ
り
も
、
素
敵
な
先
輩

達
か
ら
の
た
く
さ
ん
の
よ
い
刺
激
を
と
、

期
待
し
て
し
ま
っ
て
い
る
私
で
す
。
足
を

引
っ
張
ら
ぬ
よ
う
努
力
い
た
し
ま
す
。

(
訂

正
)

2
3
号
の
新
入
会
貝
の
氏
名
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。

荻
鳳
寿
子
←
訣
別
寿
子

角
田
史
代
←
角
田
吏
代

お
詫
び
し
て

訂
正
い
た
し
ま
す
。

編
集
後
記

五
月
か
ら
雨
つ
づ
さ
の
ま
ま
梅
雨
に
入

っ
た
。
深
い
緑
の
葉
陰
に
沙
羅
双
樹
が
白

い
花
を
の
ぞ
か
せ
、
ア
ジ
サ
イ
が
日
増
し

に
鮮
や
か
に
な
る
。
美
し
い
季
節
だ
が
、

い
ま
地
球
上
は
あ
ち
こ
ち
で
、
生
態
系
が

く
る
い
だ
し
て
い
る
と
い
う
。
世
界
中
騒

然
と
し
て
不
安
の
募
る
昨
今
。

支
部
委
貝
の
大
幅
な
交
代
で
、
〃
と
も
し

び
〃
も
四
人
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
部
員
を
迎
え

た
。
幼
な
子
の
よ
う
な
真
剣
を
眼
ざ
し
に
、

新
米
チ
ー
フ
は
大
変
励
ま
さ
れ
た
。

特
集
記
事
が
な
く
比
較
的
紙
面
に
ゆ
と

り
が
あ
っ
た
の
で
、
新
入
会
見
の
た
め
に
、

支
部
の
組
織
や
活
動
を
少
し
詳
し
く
載
せ

た
。
ご
多
忙
の
中
、
心
の
こ
も
っ
た
原
稿

を
書
い
て
く
だ
さ
っ
た
、
初
代
編
集
長
の

若
井
綾
子
さ
ん
、
ほ
か
の
皆
さ
ん
に
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
次
号
に
向
け
て
、

皆
さ
ん
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
(
ま
)

編
集
に
携
わ
り
、
今
ま
で
何
と
な
く
見

て
い
た
新
聞
、
雑
誌
を
、
違
っ
た
視
点
で

読
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
作
る

こ
と
の
大
変
さ
と
楽
し
さ
を
、
同
時
に
味

ね
、
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

(
こ
)

と
も
し
び
二
四
号
発
行
。
一
九
九
八
年
七
月
一
。
発
行
社
団
法
人
大
学
婦
人
協
△
高
藤
師
韓
禁
⊥
〇
一
憎
〇
三
.
三
三
五
八
i
二
八
八
二
印
刷
タ
ナ
カ
印
刷
㈱

取
〇
三
-
三
三
五
八
-
二
八
八
九


